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					上田地域の地形概要

					
					
						
						
						上田地域の地形は、太郎山や小牧山に囲まれたほぼ三角形の盆地地形となっており、「上田盆地」とも言われている。上田盆地の標高は約400～500メートルである。



市内には、千曲川が流れているが、地殻変動によって湖水が干上がり、千曲川が流れるようになった。



市の中心市街地は、千曲川沿いの低平地に立地している。その低平地のなかでも、千曲川沿いに千曲川河床から比べて、数ｍ～数十ｍ程度の急な崖も存在しており、その崖の上に上田城跡、市役所、学校などが立地している。低平地と言えど、少し離れただけで急な崖となっている、上田地域の特徴的な地形であると言える。





参考文献

・上田地域千曲川自然電子図鑑　上田地域の地形・地質



・上田盆地の地形発達と上田泥流の起源
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